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〈学校教育目標〉「ふるさとに誇りをもち たくましく生き抜く 子どもの育成」 文責：佐藤

１２月１３日（火）はＰＴＡ参観日でした。今年最後に参観した子どもたちの様子は

いかがだったでしょうか？１年生の国語は「もののなまえ」を集めたり、仲間分けした

りして言葉について学習しました。２年生の算数は「かけざん九九」。タブレットの九

九のドリルを操作して練習する場面がありました。４年生の算数は「分数の計算」で、

帯分数の計算の仕方を学んでいました。６年生は、本荘第一病院保健師小助川靖子様を

講師としてお迎えし、「喫煙防止教室」を行いました。すでに保健の授業でたばこの害

については学習済みでしたが、様々な事例をもとに理解を深めることができました。

３・５年生はＰＴＣＲ。３年生は、１８歳で成人となることから、「１／２成人」の

記念の作品を制作しました。自分の手形を押した特別な用紙に、写真やお気に入りの飾

りを貼って親子で仕上げていました。５年生は、岩城少年自然の家の職員の方にクリス

マスリースの作り方を教わりました。かわいらしい材料に目移りしましたが、自分好み

の材料を選んで、世界で一つの作品を完成させました。

小川様、岩城少年自然の家の職員の皆様、役員の皆様、そして保護者の皆様、ありが

とうございました。

学級懇談では、子どもたちの成長が見られたところ、これからがんばらせたいとこ

ろ、冬休みの生活や学習についてお話をしています。ゲームについて話題になった学級

があったようですが、「冬休みのしおり」をもとに家庭での約束を確認して、計画的で

安全な生活を送ることができるよう、ご指導をお願いします。



コロナ感染症を侮るなかれ！
学校医伊藤久美子先生より、前にコロナに感染したのに再度感染しているという事例

がこのところ見受けられる、との情報提供がありました。“一度罹ったからコロナでは

ない”は通用しないということになります。

これまでどおり、毎日の体調管理を入念にお願いいたします。

３・４年生の図工の学習には、木をのこぎ

りで切ってボンドで貼り合わせたり、釘打

ちしたりして作品制作するものがあります。

１２月６日（火）の１・２校時目は３年生、

３・４校時目は４年生が「岩城建設技能組

合」の方々のご協力をいただき、のこぎり

の使い方や釘の打ち方などを直接指導して

いただきました。

プロのお力をお借りすることで、子ども

たちは思い描いているような細かい部品も切り分けて、安心・安全に作業を進めること

ができました。活動の後の子どもたちは口を揃えて「楽しかったあ」と話していました。

矢野司組合長、伊藤博様、大内正雄様、吉田誠一様、湯田欽一様、石川毅明様、お忙

しいところご指導ありがとうございました。

１位 １年生 ２位 ２年生 ３位 ６年生

１２月９日（金）、図書委員会から賞状をいただきました。読書の力 すごいぞ！


